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　土 9：30～15：00
休 診 木曜・日曜・祝日

都営三田線　西台駅徒歩約3分
専用駐車場があります

高島平１‐57-６　高島六小よこ
http://www.ando-dentaru.jp

医療法人社団　新 正 会
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 ３９６０-１２５４　ダイエー南側角　水曜定休

1985年制定の「板橋区平和都市宣言」（2面に
全文）は、恒久平和を願い非核三原則を堅持し核
兵器の廃絶を全世界に発信しています。世界唯一
の被爆国として、平和の尊さと戦争の悲惨さを風
化させることなく次代に伝える記念事業を区は続
けています。今年も８月６日の広島原爆の日に合
わせ「中学生広島平和の旅」を実施。全区立中学
23校の代表生徒が２泊３日で広島を訪れ、平和祈
念式典、被爆者の体験を聞く会などに参加しま
す。17回目となり、感想文集の発行や体験発表を
とおして、平和への思いを区民に伝えてきました。
８月９日は、広島に続き長崎に人類史上２発目
の原爆が投下された日。区は今年初めて「中学生
長崎平和の旅」を広島の旅と同規模で実施しま
す。1945年、米国による広島と長崎への核兵器投
下は、今なお被爆者を苦しめています。11月９日
に板橋区文化会館大ホールで開かれる「いたばし
平和のつどい」では、広島、長崎から帰った中学
生46人が体験発表を行います。
全区立中学校代表生徒が参加する平和の旅の
実施は、都内23区では板橋区だけ。杉田明宏大東
文化大学准教授（平和学）は「中学生を広島、長
崎に派遣して平和な未来を担う若者を育てること
は、とても有意義な取り組みです。平和市長会と
日本非核宣言自治体協議会に加盟する板橋区は、
世界的な核兵器廃絶の流れを後押ししています」
と区の平和施策を、高く評価します。

■板橋区役所正面玄関横の平和祈念像（北村西望 作） あ
ら
た
に
長
崎
の
地
に
中
学
生
平
和
の
旅

未
来
を
担
う
若
者
が
広
島
と
と
も
に
学
ぶ

ゆ
か
た
で
お
し
ゃ
れ
楽
し
も
う

９
月
い
っ
ぱ
い
涼
し
く
着
ら
れ
ま
す
よ
〜

ゆ
か
た
で
お
し
ゃ
れ
楽
し
も
う

９
月
い
っ
ぱ
い
涼
し
く
着
ら
れ
ま
す
よ
〜

本
紙
は
、真
夏
の
街
角
着
こ
な
し
チ
ェ
ッ
ク
を
敢
行
。恒
例
の
い
た
ば
し
花
火
大
会
は

震
災
を
勘
案
し
て
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、み
な
さ
ま
和
の
お
し
ゃ
れ
を
エ
ン
ジ
ョ
イ

し
て
い
ま
し
た
。【
花
火
撮
影
／
長
岡
寿一、コ
ラ
ー
ジ
ュ
／
伊
達
安
彦
】

板
橋
区
平
和
記
念
事
業

Ｇ
パ
ン
か
ら
ゆ
か
た
に
チ
ェ
ン
ジ
！　

大
学
生
の
木
下
恵
介
君

安
味
佳
咲（
か
え
）ち
ゃ
ん
は
白
地
に
花
柄
で
愛
ら
し
く

丹
精
な
ゆ
か
た
姿
。ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
ダ
ジ
ン
モ
ン
さ
ん琵琶奏者、榎本百香さん（左）はファンとツーショット

いたばし花火大会はないけれど

水
よ
う
か
ん
　
最
中
　
暁
鐘

葛
ざ
く
ら
　
赤
飯
　
母
似
麗
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　世界の恒久平和を実現することは　人類共通の願
いである 

　しかるに　現実は　核軍拡競争が激化の様相を示
し　人類の滅亡さえ危惧されるところである
　われわれは　世界で唯一の核被爆国民として　また　日
本国憲法の精神からも再び広島　長崎の惨禍を絶対繰り
返してはならないことを強く全世界の人々に訴え　世界平
和実現のために　積極的な役割を果たさなければならない
　板橋区及び板橋区民は　憲法に高く掲げられた恒久平
和主義の理念に基づき緑豊かな文化的なまちづくりを目指
すとともに　非核三原則を堅持し　核兵器の廃絶を全世界
に訴え　平和都市となることを宣言する

結婚するって本当ですか？キモノご準備を

キ
モ
ノ
と
節
句
人
形

供
養
の
祭
式
厳
粛
に

キ
モ
ノ
と
節
句
人
形

供
養
の
祭
式
厳
粛
に

７
月
24
日
テ
レ
ビ
は
地
デ
ジ
移
行
完
了 

未
対
応
な
ら
今
す
ぐ
相
談
し
て
み
よ
う

第
６
回
き
も
の
検
定

10
月
23
日
全
国
17
会
場

「
第
24
回
反
核
・
平
和　

高
島
平
ひ
ま
わ
り
コ

ン
サ
ー
ト
」
（
同
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
主

催
）
が
８
月
14
日
、
高
島
平
区
民
館
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
ま
す
。
身
近
な
会
場
で
、
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
音
楽
を
鑑
賞
で
き
る
音
楽
会
と
し
て
毎
回

好
評
。
今
回
は
日
本
フ
ィ
ル
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
の
弦
楽

三
重
奏
。
曲
目
は
「
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
」
他
。

ま
た
、
姫
田
光
義
中
央
大
学
名
誉
教
授
が
「
撫

順
の
奇
跡
」
を
語
り
ま
す
。

　

実
行
委
員
長
の
大
塚
と
み
さ
ん
は「
子
ど
も
た

ち
に
平
和
な
や
さ
し
い
明
日
を
、と
い
う
願
い
を

込
め
た
手
づ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。ぜ
ひ
、お
出

か
け
下
さ
い
」と
呼
び
か
け
ま
す
。入
場
料
は
大

人
２
０
０
０
円
、70
歳
以
上
、障
害
者
、高
校
生
ま

で
１
０
０
０
円
。　

問
合
せ
は
大
塚
さ
ん
☎
０
３・

３
９
３
７・７
４
５
３
、高
橋
さ
ん
☎
０
３・３
９
７

５・５
０
４
４
。

　　

♭　

♯　

♭　

♯　

♭　

♯　

♭　

♯

　
　
　

１
９
８
２
年
の
第
２
回
国
連
軍
縮
特
別

総　

会
に
呼
応
し
て
、
日
本
で
は
音
楽
家
の
芥

　
　

川
也
寸
志
氏
（
１
９
２
５
―
8
9
）
を
中

心
に
「
反
核
・
日
本
の
音
楽
家
た
ち
」
が
結
成

さ
れ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ジ
ャ
ズ
、
邦
楽
ま
で

ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
１
５
０
０
人
の
音
楽
家
が

賛
同
。
84
年
７
月
、
日
比
谷
公
会
堂
を
皮
切
り

に
全
国
２
０
０
カ
所
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。

　

各
地
で
地
域
に
根
ざ
し
た
草
の
根
コ
ン
サ
ー

ト
が
催
さ
れ
、
高
島
平
で
は
88
年
に
ひ
ま
わ
り

コ
ン
サ
ー
ト
が
ス
タ
ー
ト
。
現
在
、
東
京
で
は

世
田
谷
、
小
平
な
ど
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
結
婚
に
踏
み
切

る
カ
ッ
プ
ル
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

家
庭
を
持
っ
て
、
苦
楽
と
も
に
力
を
合
わ

せ
て
歩
ん
で
い
こ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

結
婚
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
り
で
暮
ら
す
よ
り
経

済
的
で
す
の
で
省
エ
ネ
に
も
貢
献
し
ま
す
。

　

結
婚
が
決
ま
る
と
、
新
居
や
家
財
道
具

な
ど
準
備
は
目
白
押
し
。
キ
モ
ノ
も
か
つ

て
は
、
ハ
レ
か
ら
不
祝
儀
用
ま
で
ひ
と
と

お
り
を
「
嫁
入
り
道
具
」
と
し
て
揃
え
る

こ
と
が
一
般
的
で
し
た
が
、
近
ご
ろ
は
省

略
傾
向
。
タ
ン
ス
に
あ
る
と
、
何
か
と
重

宝
す
る
キ
モ
ノ
と
は
。

【
訪
問
着
】
肩
、
袖
、
裾
ま
わ
り
に
吉
祥
文

様
が
配
さ
れ
、
晴
れ
や
か
さ
と
格
式
が
調

和
す
る
礼
装
着
で
す
。
友
人
の
婚
礼
、
婚

家
先
で
の
祝
い
事
、
子
供
の
入
学
卒
業
式
、

フ
ォ
ー
マ
ル
な
集
ま
り
な
ど
、
ほ
と
ん
ど

の
祝
儀
に
対
応
し
ま
す
。
流
行
に
左
右
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
20
年
く
ら
い
着
続
け
ら

れ
ま
す
。
錦
織
、
唐
織
な
ど
袋
帯
を
合
わ

せ
ま
す
。
ち
な
み
に
付
下
げ
（
つ
け
さ
げ
）

　

暑
い
夏
は
自
然
の
力
で
快
適
に
。
ヘ
チ
マ
、

ゴ
ー
ヤ
、
ア
サ
ガ
オ
な
ど
、
つ
る
性
植
物
で
壁

面
を
覆
う
緑
の
カ
ー
テ
ン
。日
陰
の
効
果
と
、根

か
ら
吸
い
上
げ
た
水
分
を
葉
か
ら
大
気
中
に
出

す
作
用
が
周
囲
の
温
度
を
下
げ
て
く
れ
ま
す
。

　

ベ
ラ
ン
ダ
で
育
て
る
ポ
イ
ン
ト
は
①
栄
養
豊

富
な
土
を
用
意
す
る
②
ネ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
張

る
③
プ
ラ
ン
タ
ー
に
は
欲
張
ら
ず
2
株
く
ら
い

植
え
る
こ
と
。
快
適
で
健
康
的
、
お
財
布
に
も

地
球
に
も
優
し
い
生
活
が
送
れ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
大
東
大
ラ
ジ
オ
で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
応
援
団
」
理
事
の
高
島

５
小
教
諭
、
菊
本
る
り
子
さ
ん
の
解
説
が
聴
け

ま
す
。「　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
ま
た
は「
大

東
大
ラ
ジ
オ
」で
検
索
。

　

キ
モ
ノ
と
節
句
人
形
を
供
養
す
る
「
第
23
回

ご
福
ま
つ
り
」
（
天
祖
神
社
、
高
島
平
き
も
の

し
ん
ぶ
ん
主
催
）
は
５
月
29
日
、
天
祖
神
社

（
西
台
２
）
で
催
さ
れ
、
キ
モ
ノ
50
点
余
、
節

句
人
形
４
０
０
体
余
を
供
養
。
前
日
か
ら
の
降

雨
が
続
く
足
元
が
悪
い
な
か
受
付
開
始
の
正
午

を
待
た
ず
に
参
加
者
が
訪
れ
始
め
、
次
々
と
キ

モ
ノ
と
節
句
人
形
が
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
殿
に
て
中
村
賢
二
禰
宜
（
ね
ぎ
）
の
お
祓

い
、
祝
詞
奏
上
、
玉
串
奉
て
ん
が
行
わ
れ
、
参

列
者
に
御
札
が
授
与
さ
れ
、
厳
粛
な
御
霊
抜
き

の
儀
は
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
に
よ
っ
て
実
姉
を
亡
く
し
た
女
性
は
、
遺
品

の
留
袖
な
ど
キ
モ
ノ
10
点
余
を
供
養
し
て
も
ら

い
、
安
堵
の
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

雨
天
の
た
め
す
べ
て
の
祭
式
は
本
殿
で
執
り

行
な
わ
れ
、
神
楽
殿
で
上
演
予
定
だ
っ
た
板
橋

区
重
要
無
形
文
化
財
指
定
相
模
流
萩
原
正
義
里

神
楽
社
中
の
奉
納
舞
は
中
止
。
社
務
所
で
は
参

列
者
に
抹
茶
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

知ってお
きたいお店ガイド

団地の電器屋さん
大 庭 電 機

西台天祖神社にて
５月29日に挙行
西台天祖神社にて
５月29日に挙行

７
月
24
日
、
テ
レ
ビ
波
は
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

（
福
島
、
宮
城
、
岩
手
除
く
）
さ
れ
、
ア
ナ
ロ

グ
波
は
58
年
間
の
役
割
を
終
え
ま
し
た
。
９
割

以
上
の
世
帯
が
デ
ジ
タ
ル
対
応
完
了
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
「
う
ち
の
テ
レ
ビ
は
何
に
も
映
ら
な

く
な
っ
た
」「
何
か
ら
手
を
つ
け
た
ら
い
い
の

か
…
」
と
い
う
人
は
高
島
平
団
地
中
央
商
店
街

の
電
器
屋
さ
ん
に
、
ま
ず
相
談
を
。

店
主
の
飯
尾
正
義
さ
ん
は
「
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
の
方
の
テ
レ
ビ
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
」
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
U
H
F
ア
ン
テ
ナ

の
有
無
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
て
い
る

か
な
ど
、
団
地
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
一
軒
家
で
は

対
応
が
異
な
り
ま
す
。
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
チ

ュ
ー
ナ
ー
を
取
り
付
け
た
り
、
2
台
目
の
テ
レ

ビ
や
録
画
機
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
必
要
で
す
。
よ

く
分
か
ら
ん
と
、
あ
き
ら
め
気
味
の
人
に
「
連

絡
ま
た
は
来
店
い
た
だ
け
れ
ば
、
適
切
に
対
応

し
ま
す
」と
飯
尾
さ
ん
の
言
葉
は
心
強
い
限
り
。

他
店
で
購
入
し
た
商
品
の
設
置
や
調
整
な
ど

も
、
可
能
な
限
り
引
き
受
け
て
く
れ
ま
す
。
高

島
平
団
地
入
居
開
始
に
歩
を
合
わ
せ
開
店
し
て

か
ら
40
年
、
大
型
量
販
店
や
通
販
に
な
い
き
め

細
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
身
上
。
地
デ
ジ
テ
レ
ビ
の

こ
と
も
、
頼
り
に
な
る
専
門
店
で
す
。

▽
高
島
平
２
ノ
33
ノ
７
ノ
１
０
１

▽
☎
0
3
・
３
９
３
６
・
０
１
６
１

▽
10
時
か
ら
19
時
（
水
曜
、
第
３
木
曜
休
）

【
ご
質
問
】　

キ
モ
ノ
を
着
装
す
る
に
は
帯
と
長
襦
袢
、
そ
し

て
和
装
小
物
が
必
要
で
す
。「
和
装
小
物
は
何
を
揃
え
る
の
か
、

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
一
覧
表
が
あ
る
と
う
れ
し
い
で
す
」

と
い
う
基
本
的
な
ご
質
問
が
届
い
て
い
ま
す
。

【
お
答
え
】
和
装
小
物
は
ど
れ
も
欠
か
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
大
切

な
役
目
が
あ
り
ま
す
。
表
に
は
見
え
な
い
イ
ン
ナ
ー
も
、
着

姿
を
決
め
る
ア
ウ
タ
ー
も
手
が
抜
け
ま
せ
ん
。

□
肌
襦
袢
…
直
接
肌
に
着
ま
す
。
ガ
ー
ゼ
素
材
が
主
流
。

□
裾
除
け
…
い
わ
ゆ
る
腰
巻
。
素
材
は
キ
ュ
プ
ラ
な
ど
。

□
腰　

紐
…
３
〜
５
本
必
要
。
し
っ
か
り
し
た
も
の
を
。

□
伊
達
締
め
…
２
本
必
要
。
予
算
が
あ
れ
ば
博
多
織
を
。

□
コ
ー
リ
ン
ベ
ル
ト
…
衿
元
の
は
だ
け
防
止
に
。
便
利
。

□
帯　

板
…
前
帯
に
入
れ
ま
す
。
幅
や
長
さ
を
選
び
ま
す
。

□
帯　

枕
…
帯
の
お
太
鼓
に
入
れ
ま
す
。
大
小
あ
り
ま
す
。

□
半　

衿
…
長
襦
袢
に
縫
い
付
け
ま
す
。
白
、
刺
繍
な
ど
。

□
衿
カ
ラ
ー
…
衿
元
が
シ
ワ
に
な
ら
ぬ
よ
う
差
し
込
み
ま
す
。

□
重
ね
衿
…
礼
装
着
の
衿
に
色
合
わ
せ
し
て
付
け
ま
す
。

□
帯
揚
げ
…
キ
モ
ノ
の
格
に
準
じ
ま
す
。
色
合
わ
せ
を
。

□
帯
締
め
…
前
帯
真
ん
中
に
映
え
ま
す
。
色
合
わ
せ
を
。

□
足　

袋
…
４
枚
コ
ハ
ゼ
の
白
が
基
本
。
伸
縮
性
の
も
の
も
。

□
ぞ
う
り
…
高
さ
、
色
を
キ
モ
ノ
の
格
に
合
わ
せ
ま
す
。

□
バ
ッ
グ
…
形
、
材
質
を
キ
モ
ノ
の
格
に
合
わ
せ
ま
す
。

さ
ら
に
、
足
袋
カ
バ
ー
、
草
履
カ
バ
ー
、
雨
コ
ー
ト
、
膝
下

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
な
ど
あ
る
と
便
利
。
こ
の
他
に
も
補
整
用
品

や
下
着
な
ど
、
多
種
あ
り
ま
す
。
季
節
や
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
よ
っ
て

対
応
し
て
い
き
ま
す
。
キ
モ
ノ
ハ
ン
ガ
ー
、
た
と
う
紙
、
防

湿
剤
な
ど
、
お
手
入
れ
用
品
も
重
宝
し
ま
す
。
ど
れ
も
、
機

能
的
な
も
の
ば
か
り
。
見
て
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

　

キ
モ
ノ
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
文
化
を
通
じ

て
、キ
モ
ノ
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、い
っ
そ
う

キ
モ
ノ
に
親
し
む
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
第
６

回
き
も
の
文
化
検
定
」（
社
団
法
人
全
日
本
き
も

の
振
興
会
主
催
）は
10
月
23
日
、全
国
17
会
場
で

実
施
。キ
モ
ノ
の
知
識
力
を
試
し
ま
す
。

　

初
級（
５
、４
級
）は
キ
モ
ノ
の
種
類
、各
部
名

称
、立
ち
居
振
る
舞
い
、色
と
文
様
な
ど
出
題
さ

れ
同
一
問
題
に
よ
り
正
答
率
に
よ
り
５
級
、
４

級
合
格
。３
、
２
級
は
染
織
の
産
地
、
キ
モ
ノ
歴

史
、悉
皆（
し
っ
か
い
）な
ど
や
や
高
度
な
設
問
。

最
上
の
１
級
は
「
き
も
の
博
士
」
の
お
墨
付
き

に
。各
級
と
も
正
答
70
％
（
５
級
は
60
％
）
が
合

格
ラ
イ
ン
。各
級
合
格
が
順
位
上
級
受
験
の
条

件
。こ
れ
ま
で
３
万
３
千
人
以
上
が
受
験
し
、１

級
合
格
者
は
83
人
で
す
。

　

受
験
申
込
み
は
９
月
９
日
ま
で
。

問
合
せ
☎
０
７
５
・
２
２
１
・
２
３
３
４

２代目、義隆さんは親切に接客します。価
格以上の価値の提供を心がけています。

◆猛暑日の2011年夏です。東日本大
震災による福島第一原発事故で、東京
電力管内は節電真っ最中。電力使用状
況グラフが、供給力の90％近くを指す
と慌てて電気を消したりエアコンの設
定温度を30度に上げたりします◆夜、

窓を全開にすると意外にも涼しげな風が入ります。み
んなでエアコンを消すと、室外温度も下がるのでは。
汗をかいて生活様式と地球の未来をとらえ直す日々で
す◆やはり板橋花火大会中止は寂しいですね～（Ｍ）

公益財団法人　紙の博物館　９月４日（日）まで
牛乳パック徹底解剖！　紙パックのヒミツを知ろう

入館料／大人300円　小中高生100円
北区王子1-1-3　飛鳥山公園内　　03・3916・2320

は
訪
問
着
の
略
式
で
す
が
、
用
途
は
同
じ

で
す
。

【
喪　

服
】
黒
一
色
で
す
。
背
、
胸
、
外
袖

に
5
つ
紋
が
入
り
ま
す
。
不
祝
儀
の
正
装
。

親
せ
き
付
き
合
い
の
範
囲
に
も
よ
り
ま
す

が
、
告
別
式
や
法
事
に
着
用
し
て
礼
を
尽

く
し
ま
す
。
帯
、
草
履
、
帯
締
め
、
帯
揚

げ
は
黒
が
基
本
。
家
紋
は
結
婚
前
に
誂
え

る
な
ら
実
家
の
も
の
を
入
れ
ま
す
が
、
地

方
に
よ
り
慣
習
が
異
な
る
の
で
確
認
を
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇　
　

　

留
袖
、
色
紋
付
、
小
紋
、
つ
む
ぎ
も
揃

え
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
訪
問
着
と
喪
服

が
あ
れ
ば
慶
弔
カ
バ
ー
で
き
ま
す
。

　

き
っ
か
け
が
な
い
と
、
な
か
な
か
誂
え

る
こ
と
の
な
い
キ
モ
ノ
。
手
元
に
あ
れ
ば

着
用
で
き
ま
す
が
、
何
も
な
い
と
「
ま
っ
、

い
い
か
」
で
終
わ
り
が
ち
。

　

キ
モ
ノ
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

の
冠
婚
葬
祭
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

結
婚
が
決
ま
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
キ
モ
ノ
の
ご
用

意
を
。
必
ず
、
お
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。

　和装小物は何を揃えるのか、よく分かりません
どれも着姿を決める役目　季節やＴＰＯにより対応

大
東
大

ラ
ジ
オ

緑
の
カ
ー
テ
ン
で
快
適    

育
て
る
ポ
イ
ン
ト
３
つ

板橋区平和都市宣言（昭和60年1月1日制定）

メモ

W
e are Click Fine T

http://w
w
w
.kim
ono-kentei.com

反
核
・
平
和
ひ
ま
わ
り
コ
ン
サ
ー
ト
　

日
本
フ
ィ
ル
弦
楽
三
重
奏
と
語
り
部

反
核
・
平
和
ひ
ま
わ
り
コ
ン
サ
ー
ト
　

日
本
フ
ィ
ル
弦
楽
三
重
奏
と
語
り
部

８
月
14
日

高
島
平
で

８
月
14
日

高
島
平
で
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節
電
の
あ
つ
〜
い

夏
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
。今
回

の
テ
ー
マ
は
パ
ソ
コ

ン
の
買
い
替
え
で

す
。○
×
で
回
答
し
て
下
さ
い
。

問
題
①

　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ　

Ｘ
Ｐ
の
方
が

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ　

Ｖ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
よ

り
早
く
サ
ポ
ー
ト
が
終
了
す
る
。

問
題
②

古
い
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
は
、
区
の
粗

大
ゴ
ミ
で
は
な
く
燃
え
な
い
ゴ
ミ
で

出
し
て
良
い
。問

題
③

古
い
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー
タ
を
新
し
い

パ
ソ
コ
ン
へ
移
行
す
る
に
は
、Ｗ
ｉ

ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
転
送
ツ
ー
ル
を
使
う
と

便
利
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
回
答
で
す
。問
題
①
は

×
で
す
。先
に
出
た
の
は
Ｘ
Ｐ
で
す

が
、Ｘ
Ｐ
は
２
０
１
４
年
４
月
、Ｖ
Ｉ

Ｓ
Ｔ
Ａ
で
は
ホ
ー
ム
プ
レ
ミ
ア
ム
等

の
家
庭
向
け
の
も
の
は
、
２
０
１
２

年
４
月
、
ビ
ジ
ネ
ス
向
け
は
２
０
１

７
年
４
月
に
そ
れ
ぞ
れ
終
了
予
定
で

す
。サ
ポ
ー
ト
が
終
了
し
て
も
パ
ソ

コ
ン
は
使
用
で
き
ま
す
が
、
ウ
ィ
ル

ス
等
の
脅
威
が
増
し
ま
す
。問
題
②

は
×
で
す
。パ
ソ
コ
ン
を
捨
て
る
場

合
は
、Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
の
制
度
に

よ
り
メ
ー
カ
ー
に
回
収
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。中
古
シ
ョ

ッ
プ
へ
売
る
場
合
に
は
、
デ
ー
タ
の

消
去
を
し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
。問

題
③
は
○
で
す
。新
旧
の
パ
ソ
コ
ン

を
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
又
は
外
付
け
ハ

ー
ド
デ
ィ
ス
ク
等
を
経
由
し
て
繋
ぎ
、

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７
に
搭
載
の
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
転
送

ツ
ー
ル
で
フ
ァ
イ
ル
や
フ
ォ
ル
ダ
・

Ｏ
Ｓ
の
各
種
設
定
・
お
気
に
入
り
な

ど
を
容
易
に
転
送
で
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル　

Ｍ
Ｔ
Ｃ
高

島
平
教
室
は
、地
域
の
皆
様
の
デ
ジ

タ
ル
ラ
イ
フ
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

景
気
が
不
安
定
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
賢
く
生
活
し

て
み
ま
せ
ん
か
？「
パ
ソ
コ
ン
さ
わ

っ
た
こ
と
も
な
い
」と
い
う
方
も
お

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。「
あ
な

た
の
や
り
た
い
こ
と
」お
手
伝
い
し

ま
す
。敷
居
を
グ
〜
ン
と
下
げ
て
お

ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ｍ
Ｔ
Ｃ
高
島
平
教
室　
担
当　
杉
本

高
島
平
9
―
5
―
7
―
2
0
6

0
3
（
6
9
1
3
）
4
1
7
7

◎ 　
　
　

◎　

 　
　

◎

高島平
西高島平へ→

三田線

味田中

ダイソー

パ
チ
ン
コ

生
協

美
容
室

つ
る
か
め

ら
ん
ど

当
店

新店舗に
移転しました

７－２１－１４

2011イタリア・ボローニャ
国際絵本原画展

企画展示　さあ、世界を見てみよう！

地域史シリーズ第２弾　上板橋

❶シロップかけてサクサク食べると冷た～い　❺何ごともこれをつかむとスムース　
❼人気はいつまでも続きません　❽無報酬で応援してます　❾慌ててこすってはいけません　10孤
立――の戦いは厳しい～　12オウムが得意です　15コック長　17板橋の定数は46人　18山より低い
が小高い所　20亀は万年、こちらは千年　21小手先ではない――な改革を　24たるんでる！これを巻

かなければ　25東のこと ❶メリーゴーランド。としまえんには
日本最古のものがある　❷飲みすぎで帰宅は朝方に　❸妻の相方　❹高性
能。ボタン型が多い――電池　❺山梨、長野、新潟の総称　❻十五夜を鑑賞
11浮世絵の原画を描く人。イラストレーター？　13野生のタヌキのライバル　14こ
れが消えて夜の街が暗い　16木管楽器。ピッコロより大きい　19――教師、―
―菜園、――裁判所　22⇔ネガ　23鍵のこと

　

太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
―
―

カ
ギ
の
ヒ
ン
ト
を
も
と
に
マ
ス
目
を
う
め
、
二
重
枠

の
文
字
を
う
ま
く
並
べ
て
答
え
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
で
ご
応
募
を
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
様
に
「
京
小
物
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ポ
ー
チ
」
が
当
た
り
ま
す
。

応
募
〆
切
＝
9
月
15
日　

出
題
／
赤
塚
は
じ
め

 たてのカギ

板橋区赤塚7-19-26
高島平きものしんぶん
　　クロスワード係

175－0092あ
て
さ
き

 よこのカギ

ファクス：03－3938－5778　Ｅメール：puzzle@kimono-news.com

前号の正解「みどりのそよかぜ」とご当選者　高坂晃（高島平１）、本
田明、石田隆志（同２）、中島みどり（同３）、岡藤明敬（同５）、柏原邦、千葉充子
（同７）、渡部美津子（同９）、保坂恵子、松本知子（蓮根）、和田意子、池田耕子
（坂下）、田中月下（徳丸）、磯山キヨ子（若木）、越中紀文（相生町）【敬称略】

赤塚５－34－27 ☎ 3979－3251
24時間テレフォンサービス ☎ 3977－1000

板橋区立美術館

３万年前の礫器を出土した茂呂遺跡、６
～７世紀の鉄製品を出土した栗原遺跡。
安養院の縁起にみえる「北条時頼廻国伝
説」。近世の鷹場御用などの様子、明治の
教育資料、東上線開通、大正・昭和の発
展など、それぞれの事柄を示す資料を展
示。「宿」以外の姿を発見できる企画展。

９月25日（日）まで 　入場無料 ※月曜休館

板橋区立郷土資料館
赤塚５－35－25　☎5998－0081

イタリア・ボローニャ国際絵本原画展は、世
界最大の規模を誇る絵本原画コンクールと
して知られています。2011年は世界58ヶ国
2836人ものイラストレーターから応募が
あり、その中から日本人19人（組）を含む20
ヶ国76作家が入選となりました。その全入
選作品と、特別展示フィリップ・ジョルダー
ノによる絵本原画を展示いたします。
観覧料／一般600円、高大生400円、小中
生150円 ＊土曜日は小中高生無料 
＊20人以上団体、65歳以上、心身障がい
の方割引有り
共催／（社）日本国際児童図書評議会（JBBY）

◆五大陸＋北極　足跡マップ…植村さんが
どこをどのように旅したかを紹介◆「五大
陸登頂台」…各大陸の最高峰の高さ順に配
置した「表彰台」風の踏み台◆DVD上映
「これが北極圏の旅だ」30分

８月14日（日）まで ※月曜休館

10月16日（日）まで　入場無料　※月曜休館
～植村直己と一緒に地球を探検～

（財）植村冒険館
蓮根2－21－5　　☎3969－7421 高島平8－29－2　　☎5920－1131

夏休み特別展 東南アジアの生き物たち

◆東南アジアの爬虫類たち…イシガメ科の
最大種ボルネオカワガメ、熱帯雨林の樹上に
生息するミドリニシキヘビ、林床に生息する
アカメカブトトカゲなど生体を展示◆昆虫
ふれあいコーナー…東南アジアのクワガタ
ムシやアトラスオオカブトに直接触れて観
察できます。11時～ 12時、13時半～ 14時
半、15時半～ 16時半（1回 20人ずつ 10分
間で交代、毎回開始 30分前から整理券配布）
入館料／大人 220円、小中学生・65歳以上
110円　未就学児無料　※回数券、年間パス
ポートあり
８月 24日まで小・中学生入館料無料　

※節電のため７月～９月の平日は開館時間
17時まで。土、日、祝は 18時まで

8月２8日（日）まで　※月曜休館

板橋区立熱帯環境植物館

　

私
は
沖
縄
県
八
重
山
諸
島
の
ひ
と
つ
、
竹
富

島
の
民
宿
で
働
い
て
い
ま
す
。
竹
富
島
が
大
好

き
な
母
の
影
響
で
、
蓮
根
か
ら
来
て
い
ま
す
。

生
活
し
始
め
て
４
か
月
。
毎
日
が
発
見
で
す
。

　

竹
富
島
の
人
口
は
３
４
６
人
（
11
年
5
月
現

在
）
。
島
は
大
き
く
3
つ
の
集
落
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
八
重
山
諸
島
の
中
で
は
最
も
石
垣
島

に
近
く
、
高
速
フ
ェ
リ
ー
で
15
分
。
朝
は
リ
ュ

ウ
キ
ュ
ウ
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
声
で
目
覚
め
、

夜
は
月
明
か
り
が
部
屋
に
入
り
込
み
ま
す
。

　

生
活
は
自
然
と
と
も
に
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

旧
暦
に
そ
っ
て
、
豊
作
を
感
謝
し
五
穀
豊
穣
を

願
う
祭
り
や
儀
式
が
、
御
獄
（
お
ん
）
と
い
う

場
所
で
年
間
約
20
回
も
執
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

御
獄
は
島
内
に
28
か
所
あ
り
、
鳥
居
の
様
な
構

え
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
御
獄
に
、
国

の
平
和
を
守
る
神
、
火
の
神
、
農
耕
の
神
、
航

海
安
全
の
神
な
ど
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
朝
、
そ
の
日
の
儀
式
に
つ
い
て
放
送
さ
れ

る
の
で
私
に
も
内
容
が
理
解
で
き
ま
す
。
詳
し

く
知
り
た
い
時
は
、
宿
主
の
お
ば
あ
に
聞
き
ま

す
。
ま
た
、
島
の
人
た
ち
は
毎
朝
７
時
頃
か
ら

家
の
前
の
道
を
箒
（
ほ
う
き
）
で
掃
き
ま
す
。

竹
富
島
の
道
は
白
い
サ
ン
ゴ
礁
で
出
来
て
お

り
、
箒
の
目
を
入
れ
る
こ
と
で
雑
草
を
生
え
に

く
く
し
ま
す
。
さ
ら
に
〝
神
様
が
道
を
通
ら
れ

る
〞
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
箒
で
、
落
ち
て

い
る
葉
を
集
め
、
道
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
い

う
意
識
が
根
付
い
て
い
る
の
で
す
。

　

自
然
や
神
様
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て

い
る
竹
富
島
。人
と
人
と
の
つ
な
が
り
も
強
く
、

伝
統
織
物
に
も
み
ら
れ
ま
す
。代
表
的
織
物
の

ミ
ン
サ
ー
帯
は
、約
３
０
０
年
の
歴
史
が
あ
り

ま
す
。ミ
ン
サ
ー
帯
と
は「
綿
狭
帯
」に
由
来
し
、

綿
で
で
き
た
狭
い
帯
と
い
う
意
味
で
す
。か
つ

て
は
沖
縄
各
地
で
織
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、竹

富
島
の
柄
が
と
て
も
特
徴
的
で
す（
写
真
①
）。

五
つ
玉
と
四
つ
玉
の
絣
と
組
み
合
わ
せ
に
は
、

い
つ（
五
）の
世（
よ
）ま
で
も
と
図
案
化
さ
れ
、

島
の
娘
た
ち
が
い
つ
の
世
ま
で
も
末
長
く
仲
良

く
と
い
う
願
い
を
込
め
て
織
り
上
げ
、想
う
人

に
贈
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

竹
富
島
は
、
初
め
て
来
て
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
家
に
遊
び
に
き
た
様
な
懐
か
し
い
香
り
が
し

ま
す
。
自
然
へ
の
尊
敬
・
感
謝
の
気
持
ち
、
相

手
を
思
い
や
る
心
、
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な

い
大
切
な
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
竹
富
島
へ
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。
最
終
便
の
フ
ェ
リ
ー
が
出
た
あ
と
の
、

夕
暮
れ
時
の
竹
富
島
は
と
て
も
幻
想
的
で
す

よ
！
（
写
真
②
）
。
ぜ
ひ
と
も
宿
泊
し
て
、
た

っ
ぷ
り
島
に
浸
っ
て
く
だ
さ
い
ね
☆

（
あ
べ
・
よ
う
こ
＝
民
宿
ヘ
ル
パ
ー　

沖
縄
県

八
重
山
郡
竹
富
町
在
住
）

答え○○○○○○○○
・住　所　・電　話
・氏　名　・年　齢
・職業または学生
・購読新聞名

　お便り　着物の質問
　イラスト　近況など

阿
部 

洋
子

自
然
や
神
と
つ
な
が
る
生
活

３
百
年
の
伝
統
ミ
ン
サ
ー
織

蓮
根
か
ら
沖
縄
県
竹
富
島
へ
移
住

自
然
や
神
と
つ
な
が
る
生
活

３
百
年
の
伝
統
ミ
ン
サ
ー
織

蓮
根
か
ら
沖
縄
県
竹
富
島
へ
移
住

は
訪
問
着
の
略
式
で
す
が
、
用
途
は
同
じ

で
す
。

【
喪　

服
】
黒
一
色
で
す
。
背
、
胸
、
外
袖

に
5
つ
紋
が
入
り
ま
す
。
不
祝
儀
の
正
装
。

親
せ
き
付
き
合
い
の
範
囲
に
も
よ
り
ま
す

が
、
告
別
式
や
法
事
に
着
用
し
て
礼
を
尽

く
し
ま
す
。
帯
、
草
履
、
帯
締
め
、
帯
揚

げ
は
黒
が
基
本
。
家
紋
は
結
婚
前
に
誂
え

る
な
ら
実
家
の
も
の
を
入
れ
ま
す
が
、
地

方
に
よ
り
慣
習
が
異
な
る
の
で
確
認
を
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇　
　

　

留
袖
、
色
紋
付
、
小
紋
、
つ
む
ぎ
も
揃

え
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
訪
問
着
と
喪
服

が
あ
れ
ば
慶
弔
カ
バ
ー
で
き
ま
す
。

　

き
っ
か
け
が
な
い
と
、
な
か
な
か
誂
え

る
こ
と
の
な
い
キ
モ
ノ
。
手
元
に
あ
れ
ば

着
用
で
き
ま
す
が
、
何
も
な
い
と
「
ま
っ
、

い
い
か
」
で
終
わ
り
が
ち
。

　

キ
モ
ノ
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

の
冠
婚
葬
祭
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

結
婚
が
決
ま
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
キ
モ
ノ
の
ご
用

意
を
。
必
ず
、
お
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。

②

①

1

1110

18 19 2017

2524

21 22 23

2 3

7

9

4 65

8

12 13 14 15 16
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PHONE&FAX ３５５９－８７８７　 板橋区高島平1－43－13

一式承ります。全国どこへでもお花をお届けいたします。

7月28日（木）から8月13日（土）まで絶賛開催中！

区内唯一のぶどう狩り
今年も豊作！  8月下旬開園

区内唯一のぶどう狩り

今年も豊作！  8月下旬開園

●朝9時から夕方5時まで
巨　　　峰　１，１００円／1ｋｇ
スチューベン　 ７００円／1ｋｇ

・
国
際
興
業
バ
ス
（
増
17
）

「
大
門
竹
の
子
公
園
」
下
車

板橋区大門６－１　　3930-5741

三田線
三丁目団地

華屋与兵衛○

諏訪神社○

首都高速５号線

巣鴨→
新高島平

浅草スタイル
お子さま甚平 ２，９４０円より
浅草スタイル
お子さま甚平 ２，９４０円より

【対象商品】留袖、訪問着、
小紋、色無地、つむぎ、袋
帯、名古屋帯、長襦袢
※セ氏１度を１％として割引きします。
※表地が割引き対象です。加工賃、裏
地は含みません。

※新聞発表による前日の東京の最高
気温を採用します。

※不測の事態が発生した場合は本企
画は中止します。

秋の婚礼はすぐそこです

最高気温連動型割引制

割暑

振袖のご相談は当店へ。お手持ち品の調整も承ります

1９８，０００円1９８，０００円

借りるなら買える

振袖＋袋帯＋お仕立代一式
※すべて正絹品です。一部B反品含みます。

特
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





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
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

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























ホームページ：http://web-kouei.com

E メ ー ル：info@web-kouei.com

西　台
←高島平

三　田　線

歩道橋

●保育園

巣鴨信金●

デニーズ●

●ダイエー

大東大

六
小 蓮

　
根

巣
鴨
↓

団
　
地

二
丁
目 民芸うどん

●
高　速　道　路

営業時間10時～19時《火曜定休》
板橋区内共通商品券当店でお使い下さい

板橋区高島平1 - 5 2 - 1 2

高島平の専門店

3550-0529

VISA,MASTER,JCBカード取扱店

高島平1丁目の高島6小北通りは、百日紅（さるすべ
り）ロードです。７月初旬から咲き始め、梅雨が明けると
濃淡ピンク、白の花が炎天下に次々開花。その名のと
おり、９月下旬まで道行く人を楽しませてくれます。

※
価
格
は
消
費
税
込
み
で
す

※
品
揃
え
に
変
更
の
あ
っ
た
場
合
は

　
ご
容
赦
願
い
ま
す

P
有
り

着付け個人レッスン
教本・教材・期限なしで
美しい着付けを目指し
ます。着物でお出掛け
したい方、まずは無料
体験でお試し下さい。

☎090-8742-2030
板橋区蓮根2-22-16（蓮根駅から5分）

ホームページ：http://www.shizu-kitsuke.com

月額5000円着付教室

5000円より出張着付承ります
＊お気軽にお電話下さい＊

静 着付教室

西台

蓮
根

つ
る
か
め

ダイエー

モス 米店
ドコモ

ゴルフ やまき
加藤整形

よし邑
コンビニ

業務
スーパー

静 着付教室
ハ
ミ
ン
グ
ロ
ー
ド

焼きたてパン屋
エファール河村屋
焼きたてパン屋

エファール河村屋

夏に美味しいパン 絶賛販売中！
パン、焼き菓子３００円以上お買い上
げで、コーヒーorソフトドリンク１杯
無料！　２Ｆカフェスペースあり。

板橋区西台２－４２―１
（大東文化大正門前ちかく　Pあり）
TEL０３－６８０２―３７０１

営業時間８：００～１９：３０

エファール河村屋
店長太っ腹クーポン
お会計より２００円引

※500円以上お買い上げからご利用できます。
２０１1.7/28～9/4まで有効

✂ ✂

定食１０００円より

白札より

定休日＝毎週月曜

くつろぎの家庭料理でおもてなし

金目鯛煮つけ６８０円

お手入れもこんなことも
何でも光永におまかせを！

◎京洗い…キモノを解かずにすっきり丸洗い。
◎しみ抜き…汚れは早めの処置を。必ず専門家へ。
◎洗い張り…キモノを解いて洗って不純物除去。
◎染め直し…色や柄を替えて気分一新新品同様。
◎仕立て直し…着る人のベストサイズに誂えます。
◎サイズ直し…裄や袖丈の調整で着心地アップ。
◎らくらく帯仕立て…ハサミをいれずに作り帯に。
◎草履＆バッグ誂え…余り布で素敵な逸品が完成。
◎家紋入れ…格式ある礼装着にグレードアップ。
◎半衿付け…慣れるまでプロに頼むのもいいかも。
◎お手持ちの反物…お仕立てはお任せください。

キモノはお手入れ次第で長持ちします。あの手この手
で代々着られることも。時間に余裕をもってご依頼い
ただきますと、よりいっそう仕上がりがきれいです。キモ
ノは慈しんで丁寧に扱うと、着る人を引き立ててくれま
す。高価なものですので、大切にしましょう。

◆8月14日（日）～16日（火）は夏季休業致します

・メッシュ前板   　     ４８0円
・腰ひも３本セット      ６８0円
・ゆかた巾着       １,０５０円
・ゆかた半巾帯    ２，1００円
・ゆかた下肌着    ２,１００円
・紳士角帯       ３,９９０円
プレタゆかた
大人サイズ 30％引

伝統の色と柄が映えます
特選ゆかた地　3,990円～48,000円
伝統の色と柄が映えます
特選ゆかた地　3,990円～48,000円
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